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専
修
寺
蔵

『
四
十
八
誓
願
』

建
長
八
年
真
仰
写
本
の
朱
訓
点
に

つ
い
て

佐

々

木

百刀

一
、
本
稿
の
目
的

専
修
寺
蔵
建
長
八
年
写
『
四
十
八
誓
願
』
は
、
本
文
・
訓
点
と
も
、
高
田
派
二
世
真
偽
(
一
二

O
九
一
二
五
八
あ
る
い
は
一
二
六
一
)
の

①
 

書
写
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
全
容
は
、
『
影
印
高
田
古
典
』
第
一
巻
(
真
宗
高
田
派
教
学
院
、
一
九
九
六
年
)
に
収
め
ら
た
写
真
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に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
資
料
に
は
、
次
の
奥
書
が
有
る
。

建
長
八
歳
丙
辰
四
月
十
三
日
書
之

こ
れ
に
よ
っ
て
、
建
長
八
年
(
一
二
五
六
)
真
偽
四
十
八
歳
、
親
鷺
八
十
四
歳
時
の
書
写
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本
資
料
に
お
い
て
、
日
本
語
の
歴
史
上
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
朱
声
点
で
あ
る
。

本
資
料
に
は
、
「
-
」
「
ご
「
"
」
「
?
の
四
種
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
"
」
「
か
」
の
声
点
は
、
入
声
に
の
み
用
い
ら

れ
る
。こ
の
形
式
の
芦
点
は
、
親
鷺
の
写
本
と
、
親
矯
の
弟
・
従
弟
の
加
点
本
以
外
に
、
加
点
例
が
無
旬
。



本
資
料
の
声
点
は
、
後
に
述
べ
る
ご
と
く
、
親
鷲
の
声
点
と
、
形
ま
で
等
し
い
。
よ
っ
て
、
親
鷺
自
身
に
よ
る
加
点
で
あ
る
可
能
性
が
存
す
る
。

そ
こ
で
、
本
資
料
朱
点
が
親
鷲
自
筆
加
点
か
否
か
を
、
声
点
の
内
容
と
形
式
と
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、
本
資
料
の
訓
点

1
・
墨
占
山

本
資
料
の
墨
筆
訓
点
は
、
仮
名
と
返
点
と
で
あ
る
。
墨
筆
に
よ
る
声
点
加
点
例
は
無
い
。

2
.
朱
点

本
資
料
の
朱
点
は
、
声
点
と
句
切
り
点
と
を
加
点
す
る
。

朱
声
点
は
、
墨
筆
訓
点
が
訓
読
し
て
い
る
漢
字
に
も
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
墨
点
の
訓
読
と
は
無
関
係
に
、
経
文
を
音
読
し
た
際
の

字
音
声
調
を
記
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

朱
の
句
切
り
点
は
、
六
ウ
三
行
自
の
第
二
十
二
願
か
ら
十
一
オ
二
行
目
の
第
三
十
二
願
に
限
り
、
加
点
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
句
切
り
点
は
、
四
字
一
句
を
基
本
と
す
る
字
音
直
読
の
句
切
り
を
示
し
、
墨
点
訓
読
の
切
れ
目
と
は
一
致
し
な
い
場
合
も
多
い
。

な
お
、
墨
点
に
重
ね
て
朱
点
を
加
点
し
て
い
る
箇
所
が
存
す
る
た
め
、
墨
筆
に
よ
る
訓
読
点
加
点
の
後
、
音
読
の
声
調
を
示
す
声
点
を
朱
で

加
点
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
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一一一、

朱
声
点
の
内
容
と
形
式

1
.
声
点
の
内
容



ま
ず
、
『
四
十
八
誓
願
』
の
入
戸
点
が
、
親
驚
加
点
の
{
子
音
直
読
資
料
で
あ
る
、
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
畳
一
寿
経
註
・
阿
弥
陀
経
証
』
経
文
の

入
戸
点
と
同
内
容
の
も
の
か
否
か
を
確
認
す
る
。

A
.
入
戸
の
「
急
L

と
「
緩
」

①
西
本
願
寺
蔵
明
観
無
量
寿
経
註
・
阿
弥
陀
経
証
」
の
入
声
点

左
は
、
句
末
か
句
末
以
外
か
を
、
親
齢
制
加
点
の
句
切
り
点
に
依
っ
て
判
定
し
、
入
戸
点
の
延
べ
数
を
記
し
た
表
で
あ
る
。
句
末
以
外
の
例
は
、

後
続
字
の
頭
音
に
よ
っ
て
、
分
け
た
{
後
続
字
頭
音
は
、
当
該
字
の
呉
音
の
そ
れ
を
採
り
、
本
資
料
当
該
例
の
芦
点
に
よ
っ
て
清
濁
を
判
定
し

た
。
当
該
例
に
声
点
が
存
し
な
い
場
合
、
本
資
料
中
の
当
該
字
声
点
加
点
例
の
も
の
に
依
拠
し
均
)
。

R侯 唇 舌

民内 内 内

i急釘 清急 i急罰、 清急 i急罰、 i急古

2 53 19 9 13 24 金声E 

。1 。。9 27 有戸
。1 。O 8 20 句末

喉内
唇 舌

ぷ
内 内

j萄清 j綬罰 清緩 濁 i青
緩緩 緩緩

11 36 6 7 。5 金正
戸

18 37 11 10 。6 有声
28 15 9 8 。。末句
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a 

キ
フ
「
急
」
の
入
声
点

b

「
緩
」
の
入
声
点



右
の
ご
と
く
、
親
鷲
自
筆
『
観
無
量
害
経
註
・
阿
弥
陀
経
註
』
に
お
け
る
、
「
急
」
の
声
点
は
、
舌
内
入
声
字
(
|
丹
)
、
ま
た
は
、
無
声
音
が

続
き
促
音
化
の
可
能
性
が
あ
る
入
声
字
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
緩
」
の
声
点
は
、
下
接
字
の
頭
音
に
か
か
わ
り
な
く
、
唇
内
・
喉
内
入
声
字
(
|
匂
・

l
w
)
に
対
し
て
加
点
さ
れ
て
い
旬
。

a
「
急
」
の
入
声
点
に
お
け
る
例
外
は
、
有
声
音
が
続
き
、
ま
た
、
句
末
で
も
「
急
」
の
芦
点
が
加
点
さ
れ
た
、
喉
内
入
声
字
「
逼
」
の
一

字
二
例
で
あ
る
。

〔
逼
〕
所
逗
文
芸
云
(
去
)
何
(
上
習
時
国
見
(
観
一
一
一
一

5
)

此
人
苦
逼
(
入
念
)
(
観
五
九
6
)

右
が
「
逼
」

へ
の
声
点
加
点
例
の
す
べ
て
で
あ
る
。

「
逼
」
は
、
保
延
本
『
法
華
経
単
字
』
鎌
倉
期
点
で
「
ヒ
ツ
」
、
『
観
智
院
本
類
東
名
義
抄
』
「
和
音
」
で
も
「
ヒ
チ
」
と
仮
名
書
き
さ
れ
て
い

る
。
図
書
寮
本
『
文
鏡
秘
府
論
』
保
延
点
、
興
福
寺
本
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
院
政
期
点
に
も
「
ヒ
ツ
」
の
加
点
が
見
ら
れ
、
当
時
、
日

ヒ

チ

ス

ヒ

チ

イ

チ

本
漢
字
音
で
は
、
舌
内
入
声
字
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
親
鷺
遺
文
に
も
、
「
逗
(
入
急
)
悩
」
(
『
教
行
信
証
』
三
日
)
・
「
逼
隆
」
(
『
浄
土
論
註
』

上
羽
)
な
ど
の
、
入
戸
音
を
チ
と
書
い
た
例
が
有
る
。
そ
の
た
め
、
本
資
料
で
も
、
舌
内
入
声
字
相
当
の
「
急
」
入
声
点
が
加
点
さ
れ
た
も
の
、

-4-

と
考
え
ら
れ
る
。

ユ
ル

b

「
緩
」
の
入
声
点
に
お
け
る
例
外
は
、
舌
内
入
戸
字
で
あ
り
な
が
ら
「
緩
」
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
、
次
の
十
一
例
で
あ
る
。

一
(
入
き
一
〈
2
例
〉
一
(
入
緩
)
賢
保
第
十
一
(
入
空
観
仰
(
入
急
芭
説
文
芸
無
(
去
)
量
{
平
)
害
(
平
芭
観
(
平
)
経
一
(
入
緩
)
巻
(
平
)

日
(
入
翌
日
日
(
入
絞
)
没
(
入
急
)

，-、

一、-'

一
(
入
綬
)
日

〔日〕
〔
七
〕
第
七
(
入
懇
親

〔
八
〕
第
八
(
入
綬
)
観
(
平
) 経
七
(
入
急
)
七
(
入
望
日

〔

一、-'

「
一
・
日
」
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
も
「
緩
」

一
天
空
時
{
上
}
一
(
入
綬
)
異
(
平
)
一
(
入
き
之
言
(
上
芭
第
一
(
入
緩
)

の
声
点
加
点
例
が
見
ら
れ
る
。

一
(
入
翌
日
(
入
空
一
(
入
空
百
(
入
緩
)
五
(
上
濁
)
十
(
入
翌
年

右
の
う
ち
、



〔

臼

〕

日

(

入

綬

)

今

芸

)

日

(

入

緩

)

当
時
、
右
の
よ
う
な
語
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の
舌
内
入
戸
字
が
開
音
節
化
し
て
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
有
っ
た
も
の
、

一
(
入
翌
日
対
到

と
考
え
ら
れ
る
。

②
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
の
入
戸
点

右
と
同
様
に
、
専
修
寺
議
『
四
十
八
誓
願
』
真
偽
写
本
の
入
戸
点
を
整
理
し
た
結
果
を
数
表
に
す
る
。

a 

キ
フ
「h
ぷ
」
の
入
声
J

占山

b

「
緩
」
の
入
戸
点

喉 唇 舌

国内 内 内

j急.;JI r急奇 i急罰 清急 j萄清
急、急、

1 3 2 。。7 
。O 。。。5 有戸 | 
。。。。1 3 末句 | 

日侯 唇 舌

組内 内 内

i緩萄 清緩 j萄?青 i萄清
綬緩 緩綬

3 13 。。O 。無 1
戸 l

。3 3 3 。。有|
声 l

4 s 4 2 。。末句 l 
一一 一
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右
の
通
り
、
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
に
は
、
「
急
」
「
綬
L

の
戸
点
対
応
原
則
か
ら
外
れ
る
例
が
皆
無
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
全
体
の
加
点
例
が
わ
ず
か
で
あ
る
も
の
の
、
同
じ
く
真
偽
加
点
『
入
出
二
円
借
碩
』
建
長
八
年
写
本
に
親
鷺
自
筆
本
と
異
な
る

⑤
 

例
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
の
と
比
べ
、
本
資
料
の
戸
点
加
点
は
正
確
で
あ
る
。



こ
れ
は
、
親
鷲
加
点
本
を
真
仰
が
移
点
し
た
の
で
は
な
く
、
親
鷺
が
直
接
加
点
し
た
た
め
で
は
な
い
か
、

と
考
え
ら
れ
て
く
る
。

一
音
節
去
戸
字
の
上
戸
化
率

本
稿
の
筆
者
は
、
か
つ
て
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
進
行
し
た
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
に
つ
い
て
調
べ
、
報
告
し
た
こ
と
が
あ

る
。
院
政
末
期
か
ら
鎌
倉
中
期
に
か
け
て
の
字
音
直
読
資
料
で
は
、
次
の
よ
う
な
数
値
で
あ
っ
た
。
左
は
、
句
頭
の
例
に
限
っ
た
場
合
の
、

音
節
去
声
字
へ
の
去
声
点
・
上
声
点
の
加
点
数
で
あ
る
。

B 

去
声
点

上
声
点

①
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
末
期
1
鎌
倉
極
初
期
点

81 

②
親
鷺
筆
『
阿
弥
陀
経
註
・
観
無
量
害
経
註
』

132 

一
二

O
一
l
一
二

O
六
年
頃
点

③
龍
門
文
庫
蔵
『
阿
弥
陀
経
・
観
無
量
害
経
』
鎌
倉
後
期
点
(
祖
点
は
鎌
倉
初
期
)

57 

④
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
建
長
六
年
(
一
二
五
四
)
頃
点

7 

⑤
天
理
図
書
館
蔵
『
成
唯
識
論
』
巻
第
五
弘
長
三
年
(
一
二
六
三
)
頃
点

。

上
声
化
率

4 

(
U
%
)
 

6 

(
川
%
)

-6  

20 

100.0 84.1 26.0 
% % % 

37 407 

と
こ
ろ
が
、

④
建
長
六
年
(
一
二
五
四
)
点
に
は
、
か
つ
て
去
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
た
一
音
節
字
に
、
上
声
点
が
加
点
さ
れ
る
例
の
方
が
多
い
。

そ
の
二
年
後
、
建
長
八
歳
(
一
二
五
六
)
の
書
写
奥
書
が
存
す
る
本
資
料
『
四
十
八
誓
願
』
朱
点
に
は
、
次
の
と
お
り
、
去
芦
点

が
多
い
。

去
声
点

上
声
点

専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
朱
点

18 

2 

(上
10.0声
%化
)率



こ
れ
も
全
体
例
が
少
な
い
も
の
の
、
鎌
倉
中
期
の
実
態
と
は
異
な
る
。
そ
れ
は
、
院
政
期
に
言
語
形
成
期
を
過
ご
し
、
建
長
八
年
に
八
十
四

歳
で
あ
っ
た
親
鷲
が
加
点
し
た
か
、
親
鷺
加
点
本
を
忠
実
に
移
点
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

右
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
は
、
判
定
が
難
し
い
。
そ
れ
は
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
宗
祖
親
鷲
加
点
本
の
移
点
が
極
め
て
正
確
な
た
め
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
正
平
六
年
(
一
三
五
一
)
写
存
党
筆
『
浄
土
三
部
経
』
の
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
害
経
』
声
点
は
、
西
本
願
寺
蔵
親
鷲
自
筆

加
点
本
の
鎌
倉
時
代
極
初
期
の
声
点
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
『
無
量
害
経
』
上
下
二
巻
も
、
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
書

経
』
南
北
朝
期
朱
声
点
の
声
点
と
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
も
、
親
鷺
が
認
め
た
声
点
を
そ
っ
く
り
移
点
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
旬
。

こ
の
両
『
無
量
寄
経
』
の
一
音
節
去
芦
字
の
上
声
化
率
を
算
出
し
て
み
る
と
、
左
の
通
り
で
あ
旬
。

⑥
西
本
願
寺
蔵
『
無
量
害
経
』
正
平
六
年
写
本
(
上
巻
)

去
109 108 108 109声

占

⑦
同
右

(
下
巻
)

③
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
害
経
』
南
北
朝
期
朱
戸
点
(
上
巻
)

⑨
同
右

(
下
巻
)

上
声
点

上
声
化
率

8 

14.2 6.9 14.3 6.8 
% % % % 

一 7一

18 8 18 

こ
れ
は
、

正
平
六
年
(
一
三
五
一
)
あ
る
い
は
南
北
朝
期
に
お
け
る
上
戸
化
の
状
態
で
は
な
い
。
こ
の
両
『
無
量
書
経
』
に
加
点
さ
れ
た
声
点

は
、
鎌
倉
時
代
極
初
期
の
状
態
に
一
致
す
る
。

岡
本
と
も
、
上
戸
点
が
加
点
さ
れ
た
句
頭
一
音
節
字
は
、
上
巻
で
「
諸
・
那
・
不
・
元
・
衣
」
、
下
巻
で
「
不
・
父
・
威
・
於
・
修
・
牛
・

世
・
著
・
敢
・
蹄
」
で
あ
る
。
下
巻
で
上
声
化
率
が
高
い
の
は
、
決
ま
っ
て
上
戸
点
が
加
点
さ
れ
る
漢
字
が
下
巻
に
多
く
出
現
す
る
た
め
で
あ

ヲ。。
一
方
、
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
朱
点
に
お
い
て
、
句
頭
一
音
節
字
上
声
点
加
点
字
は
、
「
諸
・
那
」
各
一
例
(
「
諸
(
上
)
所
欲
求
」
(
八
オ



3
)
・
「
那
(
上
)
羅
(
上
}
延
(
平
)
身
(
平
}
者
(
平
濁
)
」
(
八
ウ
3
)
)

③
 

で
あ
り
、
右
の
『
無
量
害
経
』
二
点
に
お
け
る
上
声
点
加
点
字
と
完
全
に
一
致
す
る
。

c・
『
無
量
害
経
』
声
点
加
点
本
と
の
比
較

専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
の
声
点
が
親
鷺
自
筆
で
あ
れ
ば
、
親
鷺
自
筆
『
四
十
八
誓
願
』
の
声
点
と
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
両
者
の
声
点
を
比
較
し
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
親
鷺
自
筆
『
四
十
八
願
文
』
は
断
簡
し
か
残
存
し
な
い
上
、
現
存
断
簡
に
は
、
声
点

⑨
 

が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。

親
鷲
聖
人
全
集
刊
行
会
編
『
定
本
親
鷲
聖
人
全
集
』
第
二
巻
(
一
九
六
九
年
、
法
蔵
館
)
の
解
説
は
、
『
四
十
八
願
文
』
と
断
筒
と
し
て
残

る
『
九
願
文
』
と
を
比
較
し
て
、
「
前
者
は
い
わ
ば
自
分
の
子
許
に
お
く
手
控
え
よ
う
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
後
者
は
宗
義
の
根
拠
と
な
る
九

願
文
を
提
示
し
て
、
願
意
に
準
ず
る
読
み
方
を
示
し
、
そ
の
要
旨
を
的
示
す
る
か
ら
、
化
他
的
な
も
の
と
解
さ
れ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

寸
手
控
え
」
に
は
入
声
の
急
・
緩
を
区
別
す
る
字
音
直
読
の
声
点
を
加
点
し
、
「
化
他
的
な
も
の
」
に
は
声
点
を
加
点
し
て
い
な
い
点
も
、
親

鷺
自
筆
木
の
実
態
と
等
し
い
。

親
鷺
自
筆
本
『
四
十
八
誓
願
』
芦
点
と
の
比
較
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
右
の
『
無
量
害
経
』
声
点
と
比
較
す
る
。
『
四
十
八
誓
願
』
は
、

『
無
量
喜
一
経
』
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
の
声
点
が
親
鷲
自
筆
で
あ
れ
ば
、
親
鷺
加
点
戸
点
を
反
映
し

た
右
の
『
無
量
害
経
』
声
点
と
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
。

8-

以
下
、
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
と
西
本
願
寺
蔵
存
莞
筆
『
無
量
毒
経
』
正
平
六
年
点
の
声
点
を
比
較
し
て
み
る
。

両
資
料
と
も
、
比
較
的
加
点
が
多
い
誓
願
を
掲
げ
る
と
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

[
第
二
願
]

『
四
十
八
誓
願
』
一
設
我
得
偽
・
圏
中
人
天
(
上
型
・
寄
(
平
濁
)
終
(
去
濁
)
之
後
・
復
(
平
濁
)
更
(
去
さ
一
(
去
)
悪
道
者
・
不
取
正
覚

設
我
得
偽
・
圏
中
人
天
(
上
濁
)
・
寄
(
平
濁
)
終
(
去
濁
)
之
後
・
復
(
平
濁
}
更
(
去
)
三
(
去
)
悪
道
者
・
不
取
正
覚

『
無
量
害
経
』



[
第
三
願
]

『
四
十
八
誓
願
』
一
設
我
得
偽
・
国
中
人
天
・
不
悉
(
入
急
}
民
主
)
金
{
上
虫
色
(
入
濁
綬
)
者
(
平
)
・
不
取
正
売
・

設
我
得
偽
・
圏
中
人
天
・
不
悉

民
(
去
)
金
(
上
濁
)
色
(
入
濁
綬
)
者
(
平
)
・
不
取
正
覚
・

『
無
量
害
経
』

[
第
四
願
]

『
四
十
八
誓
願
』
一
設
我
得
偽
・
国
中
人
天
・
形
(
去
虫
色
(
入
緩
)
不
(
上
)
同
(
上
濁
}
・
有
好
(
平
)
醜
(
平
}
者
・
不
取
正
覚
・

『
無
量
書
経
』

設
我
得
偽
・
圏
中
人
天
・
形
(
去
虫
色
(
入
緩
)
不
(
上
)
同
(
上
濁
)
・
有
好
(
平
)
醜
(
平
)
者
・
不
取
正
覚
・

[
第
五
願
]

『
四
十
八
誓
願
』
一
設
我
得
偽
・
国
中
人
天

-
不
識
(
入
緩
)
宿
{
平
)
命

-
下
至
(
上
)
不
知
{
上
}
・
百
千
億
那
由
他
・
諸
劫
(
入
空
事
(
平
濁
)
者
・

不
取
正
覚
・

『
無
量
害
経
』

設
我
得
偽
・
固
中
人
天
(
上
濁
)
・
不
識
(
入
綬
)
宿
(
入
綬
)
命
{
平
}
・
下
至
不
{
上
)
知
(
上
)
・
百
千
億
那
由
他
・
諸
劫
(
入
空
事

者
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不
取
正
覚
・

[
第
十
願
]

専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
一
設
我
得
偽
・
圏
中
人
天
・
若
(
入
急
)
起
想
(
平
)
念
・
食
(
去
)
計
(
平
v

身
(
去
)
者
(
平
準
・
不
取
正
覚

存
覚
筆
『
無
量
害
経
』
一
起
想
(
平
)
念
・
食
(
去
)
計
(
平
}
身
王
者
・
不
取
(
平
)
正
覚
・

[
第
十
四
願
]

設
我
得
偽
・
国
中
人
天
・
若

『
四
十
八
誓
願
』
一
設
我
得
悌

知
芸
)
其
(
上
理
教
者
不
取
正
覚 圏
中
聾
聞
有
能
計
(
平
)
量

下
至
三
千
大
千
世
界

聾
聞
緑
莞

於
百
千
劫
(
入
濁
緩
)

悉
共
(
平
濁
)
計
(
平
)
技
{
去
}

『
無
量
害
経
』

設
我
得
偽
・
圏
中
聾
問
有
能
計
{
平
)
量
・
下
至
三
千
大
千
世
界
・
聾
問
縁
畳
・
於
百
千
劫
(
入
濁
緩
)
・
悉
共
(
平
潟
)
計
(
平
)
技
(
去
)
・

知
芸
)
其

故
者
・
不
取
正
覚



岡
本
、
少
差
は
存
す
る
も
の
の
、
加
点
笛
所
・
加
点
内
容
が
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
右
に
掲
出
を
省
略
し
た
四
十
二
の
願
文
に
つ
い
て

も
、
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
致
は
、
偶
然
に
は
生
じ
な
い
。

親
矯
の
声
点
を
正
確
に
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
存
覧
筆
『
無
量
寄
経
』
〈
お
よ
び
龍
谷
大
学
蔵
『
鉱
山
量
寄
経
』
南
北
朝
期
朱
声
点
)
と

専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
の
戸
点
と
は
、
右
の
如
く
に
一
致
し
た
。

よ
っ
て
、
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
」
の
戸
点
も
、
親
鷲
の
戸
点
を
正
確
に
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
親
矯
自
筆
加
点
で
あ
る
と
し
て

も
、
矛
盾
は
無
い
。

2
.
声
点
の
形
式

専修寺

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
盟
一
昌
願
』

声
点
の
内
容
が
、
親
融
制
加
点
の
声
点
と
完
全
に
一
致
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
た
。

-10一

真偽写本

本
項
で
は
、
声
点
の
形
式
・
形
を
、
親
驚
自
筆
の
声
点

と
比
較
す
る
。

本
資
料
の
声
点
は
、
「
・
」
「
一
」
「
"
」
「
か
」
の
四
種

で
あ
っ
た
。
平
上
去
声
で
は
、
「
-
」
を
清
、
「
一
」
を
濁

と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
四
種
と
も
加
点
さ
れ
る
の

は
、
入
声
に
お
い
て
で
あ
る
。

入
声
で
は
、
「
・
L

を
清
急
、
「
一
」
を
濁
急
、
「
"
」

を
清
緩
、
「
九
)
」
を
濁
緩
と
す
る
。
「
急
」
は
舌
内
入
声
字



西本願寺 (407頁)

と
入
声
の
促
昔
、
「
緩
」
は
喉
内
・
唇
内
入
戸
字
に
加

点
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
親
鷲
自
筆
戸
点
図
に
書
き

⑬
 

込
ま
れ
た
芦
点
の
形
式
で
あ
る
。

そ
の
「
か
」
形
式
の
芦
点
で
は
、

O
は
、
右
斜
め
下

の
直
線
と
半
円
と
を
併
せ
て
、
二
画
で
書
か
れ
る
。
こ

れ
は
、
『
浄
土
論
註
』
巻
末
曇
購
伝
加
点
戸
点
に
判
然

と
見
ら
れ
る
、
親
鷺
の

O
の
書
き
方
で
あ
る
。

浄土論註重要文化財

一
方
、
真
仰
の
声
点
は
、
吋
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』

〈
『
影
印
高
田
古
典
』
第
一
巻
所
収
)
お
よ
び
直
弟
本

-11-

円
西
方
指
南
抄
』
(
『
影
印
高
田
古
血
亡
第
五
巻
・
第
六

巻
所
収
)
に
加
点
さ
れ
た
墨
戸
点
が
そ
れ
で
あ
る
、
と

⑪
 

見
ら
れ
る
。
真
偽
は
、
戸
点
の
円
を
一
筆
で
書
い
て
い
る
。

よ
っ
て
、
専
修
寺
蔵
『
四
十
八
誓
願
』
の
戸
点
は
、
真
仰
が
移
点
し
た
の
で
は
な
く
、
親
融
制
の
自
筆
加
点
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

他
の
戸
点
も
、
真
偽
移
点
『
入
出
二
門
侶
碩
』
の
声
点
と
比
較
し
て
み
る
。

本
資
料
の
「
・
」
は
、
小
さ
く
、
円
形
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
親
驚
の
「
・
」
と
等
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
真
偽
筆
『
入
出
二
門
偽
碩
』
の

「
.
」
は
、
入
筆
の
穂
先
を
残
す
水
滴
形
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
真
仰
の
「
.
」
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
本
資
料
お
よ
び
親
鷺
自
筆
の
「
一
」
は
、
全
体
に
細
く
均
一
で
あ
る
か
、
終
画
の
方
が
太
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
真
偽
筆
『
入
出

二
円
借
碩
』
の
「
一
」
は
、
入
筆
部
が
太
い
。

以
上
、
戸
点
の
形
か
ら
、
本
資
料
戸
点
は
親
鷺
自
筆
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。



右

四

結

'?:A 
画岡

式
と
を
検
討
し
て
き
た
。

専
修
寺
蔵
建
長
八
年
(
一
二
五
六
)
写
『
四
十
八
誓
願
』
の
朱
点
が
親
鷺
自
筆
加
点
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
、
声
点
の
内
容
と
形

そ
の
結
果
、
本
資
料
朱
点
は
、
親
鷲
自
筆
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

⑫
 

専
修
寺
蔵
国
宝
本
『
三
帖
和
讃
』
は
、
真
偽
書
写
の
後
、
親
鷺
が
朱
点
を
加
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
建
長
八
年
写
『
四
十
八

誓
願
』
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
じ
事
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
建
長
八
年
四
月
に
本
文
が
書
写
さ
れ
た
本
書
へ
の
声
点
加
点
は
、
そ
の

年
の
う
ち
に
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
、
親
鷲
八
十
四
歳
時
の
字
音
直
読
に
お
け
る
声
調
を
記
し
た
、
親
鷲
自
筆
の
声
点
資
料
が
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

本
資
料
の
朱
声
点
は
、
親
鷺
晩
年
に
お
け
る
字
音
直
読
の
漢
字
声
調
を
知
る
資
料
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
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註
②①  

『
影
印
高
田
古
典
』
第
一
巻
(
真
宗
高
田
派
教
学
院
、
一
九
九
六
年
)
所
収
、
中
川
和
則
解
説
。

佐
々
木
勇
「
中
世
浄
土
真
宗
資
料
に
見
ら
れ
る
急
・
緩
入
声
点
と
舌
内
入
声
音
」
(
「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
第
二
部
文
化
教

育
開
発
関
連
領
域
」
第
六
十
巻
、
二

O
一
一
年
十
二
月
)
、
参
照
。

詳
し
く
は
、
佐
々
木
勇
「
親
鷲
筆
『
偽
説
阿
捕
陀
経
』
『
悌
説
観
無
量
害
時
経
』
の
漢
字
音
に
つ
い
て
」
(
「
比
治
山
大
学
現
代
文
化
学
部
紀
要
」

創
刊
号
、
一
九
九
五
年
三
月
)
を
御
覧
項
き
た
い
。
こ
こ
に
は
、
『
増
補
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
七
巻
(
二

O
O
六
年
、
法
蔵
館
)
の
朱
筆

に
よ
っ
て
補
訂
し
た
結
果
を
、
掲
げ
る
。

こ
の
対
応
原
則
は
、
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
」
(
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
2
集
、
一
九
六
五
年

九
月
)
、
沼
本
克
明
「
漢
字
音
に
於
け
る
促
音
の
表
示
法
」
(
「
国
文
学
孜
」
第
六
十
九
号
、
一
九
七
五
年
十
月
。
後
、
沼
本
克
明
「
平
安
鎌
倉

時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
(
一
九
八
二
年
、
武
蔵
野
書
院
)
付
論
第
二
章
に
改
稿
所
収
)
で
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
つ

③ ④ 



⑤ 

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
注
③
佐
々
木
論
文
で
は
、
親
穏
筆
『
観
無
量
害
経
註
・
阿
弥
陀
経
註
』

ぺ
た
。

佐
々
木
勇
「
専
修
寺
蔵
『
入
出
二
門
偽
碩
文
』
建
長
八
年
真
偽
写
本
の
訓
点
に
つ
い
て
」
(
「
こ
と
ば
と
く
ら
し
」
第
二
十
三
号
、
二

O
一
一
年

十
月
)
、
参
照
。

佐
々
木
勇
「
西
本
願
寺
蔵
『
浮
土
三
部
経
』
正
平
六
年
存
覚
書
写
本
の
朱
点
に
つ
い
て
|
親
驚
自
筆
加
点
本
お
よ
び
龍
谷
大
学
蔵
南
北
朝
期

加
点
本
と
の
比
較
|
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
二
六
輯
、
二

O
一
一
年
三
月
)
、
参
照
。

こ
れ
も
、
句
頭
の
例
に
限
定
し
て
い
る
。
な
お
、
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
寄
経
』
南
北
朝
期
朱
声
点
は
、
再
調
査
の
結
果
、
注
③
佐
々
木
論
文
の

数
値
を
修
正
し
た
。

親
矯
『
観
無
量
幸
町
経
註
・
阿
弥
陀
経
誌
』
の
句
頭
一
音
節
字
上
声
点
加
点
例
は
、
次
の
六
例
で
あ
る
。

不
(
上
)
可
(
平
必
至
平
)
制
(
去
濁
)
(
観
四
4
)
・
不
(
上
)
宜
主
事
住
(
平
濁
)
此
(
観
五

5
)
・
渠
{
上
)
{
去
)
下
手
濁
)
皆
以
(
観
二

0
6
)
・
一
一
(
上
)
十
五
(
上
理

由
(
上
)
句
(
観
一
九
4
)
・
如
{
上
)
鉢
(
上
}
頭
(
上
濁
}
摩
(
上
}
華
(
上
)
(
観
三
九
5
)
・
阿
(
上
)
悶
(
入
き
碑
(
平
君
仰
(
阿
⑨
6
)

本
文
お
よ
び
全
体
の
加
点
数
が
異
な
る
た
め
、
比
較
・
考
察
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
「
不
」
に
上
声
点
が
加
点
さ
れ
る
点
は
一
致
す
る
。

『
親
縫
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
九
巻
お
よ
び
『
親
鷲
展
生
涯
と
ゆ
か
り
の
名
宝
』
(
真
宗
教
団
連
合
・
朝
日
新
聞
社
編
、
二

O
一
一
年
三
月
)

河
・
円
頁
の
写
真
版
、
参
照
。
な
お
、
親
驚
自
筆
『
四
十
八
願
文
』
臨
模
本
を
転
写
し
た
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
宗
祖
御
筆
蹟
集
』
(
宗
大

一
二
八
八
)
に
も
、
声
点
は
写
さ
れ
て
い
な
い
。

注
②
佐
々
木
論
文
、
参
照
。
た
だ
し
、
こ
の
声
点
形
式
は
、
親
驚
自
筆
本
中
に
実
際
に
加
点
さ
れ
た
資
料
を
指
摘
で
き
な
い
。
『
観
無
量
害

経
・
阿
捕
陀
経
』
で
は
、
入
戸
の
濁
綬
に
「
?
を
用
い
て
お
り
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
は
「
O
」
「
-
」
「
一
」
「
∞
」
「
"
」
「
仔
」
「
?

の
す
べ
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

親
驚
が
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
に
声
点
を
加
点
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
国
宝
本
『
三
帖
和
讃
』
と
同
じ
く
、
「
-
」
と
「
ご
の
形
式
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
『
親
穏
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
九
巻
所
収
の
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
断
筒
に
は
、
「
-
」
と
「
ご
形
式
の
声
点
が
加

点
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
直
弟
本
『
西
方
指
南
抄
』
(
『
影
印
高
田
古
典
』
第
五
巻
・
第
六
巻
)
に
は
、
戸
点
も
親
驚
の
形
を
ま
ね
て
書
い
た
も

の
も
散
在
す
る
。
な
お
、
直
弟
本
『
西
方
指
南
抄
』
下
末
に
兄
ら
れ
る
顕
智
の
声
点
も
、
円
を
一
筆
で
書
い
て
い
る
。

平
松
令
三
「
国
宝
本
三
帖
和
讃
の
成
立
に
関
す
る
諸
研
究
」
(
「
高
田
学
報
」
第
六
四
輯
、
一
九
七
四
年
二
月
)
、
同
「
解
説
三
帖
和
讃
」
(
常

磐
井
篤
猷
『
註
解
国
宝
三
帖
和
議
』
〈
一
九
九
八
年
、
同
朋
合
〉
に
収
載
)
、
佐
々
木
勇
「
国
宝
本
『
三
帖
和
讃
』
の
研
究
資
料
と
朱
筆
に
つ
い

て
」
(
『
増
補
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
〈
二

O
O七
年
三
月
、
法
蔵
館
〉
所
収
)
、
参
照
。
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の
戸
点
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
述
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